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まち歩きで彫刻にふれてみませんか？

　３月 26 日、コスメイト行橋にて「第１回ゆくは
し公募彫刻展 - ゆくはしビエンナーレ 2017-」の大
賞授賞式と除幕式が行われ、大賞作品がお披露目さ
れました。また受賞作家、奥村信之さんも来場し、
記念講演を行いました。
　第１回となる今回のテーマは「文化施設に設置す
るにふさわしい  知識・知性を具現化した歴史上の
人物」。17 カ国から 56 点の応募があり、１次審査、
２次審査を経て、大賞作品が決定されました。
　この「思考するヒポクラテス」像は、コスメイト
行橋メインロビーに設置しています。
　本物の彫刻に会いに、ぜひお越しください！

大賞作品がお披露目されました！

第1回ゆくはし公募彫刻展
－ゆくはしビエンナーレ2017－

【問合せ】ゆくはし公募彫刻展実行委員会事務局 　℡ 23-0032 　ホームページ：yukuhashi-biennale.jp

　「まちなかオブジェ・プロジェクト」
は、国内外から６人の彫刻家を招いて
開催され、制作された６作品は、行橋
駅東側の商店街に設置しています。
　それぞれの個性あふれる作品となっ
ていますので、彫刻探しの散策をぜひ
お楽しみください。

【アンティークのらくろ前】
【ものづくり room

Powan 前】

【メガネの正視堂前】 【うなぎ屋兼行前】 【福岡銀行 行橋支店前】 【浅川家具店前】

【まちなかオブジェ・プロジェクト】 商店街に作品展示中です！
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は
じ
め
に

　
全
国
的
に
は
人
口
減
少
が
着
々
と
進
み
、

少
子
高
齢
化
対
策
が
ど
の
自
治
体
に
お
い
て

も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
本
市
で
は
１
月
に
過
去
最
多
と
な
る

人
口
７
万
２
９
０
５
人
（
※
住
民
基
本
台
帳

に
よ
る
）
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と

し
て
、
鉄
道
や
東
九
州
自
動
車
道
、
北
九
州

空
港
、
門
司
港
等
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
、

九
州
最
大
の
自
動
車
産
業
地
域
の
中
核
都
市

と
し
て
の
発
展
、
行
橋
駅
西
側
区
画
整
理
事

業
な
ど
、そ
の
時
代
、時
代
の
ま
ち
づ
く
り
が
、

現
在
の
行
橋
市
の
発
展
の
礎
を
築
い
て
き
た

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
発
展
を
引
き
継
ぐ
た
め
に

も
、
平
成
27
年
に
策
定
し
た
「
行
橋
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る

施
策
を
計
画
的
に
取
り
組
み
、
若
者
が
魅
力

を
感
じ
、
定
住
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
、
そ

ん
な
行
橋
市
の
未
来
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
国
立
社
会
保
障
人
口
問

題
研
究
所
の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、
行
橋
市

に
お
い
て
も
今
後
人
口
減
少
曲
面
に
入
り
、

平
成
72
年
に
は
、
現
在
か
ら
約
34
％
減
少
の

約
４
万
６
４
０
０
人
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
備
え
る
た
め
に
も
、

市
民
の
方
々
に
と
っ
て
誇
り
に
思
え
る
ま
ち

と
す
る
た
め
、
戦
略
的
に
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
さ
て
、
２
月
に
国
が
発
表
し
た
平
成
29
年

度
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
示
さ
れ
た
地
方

の
一
般
財
源
は
、
前
年
度
比
０・７
％
の
増
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
景
気
回
復
に
よ
り
地
方
税
・

地
方
譲
与
税
が
伸
び
る
こ
と
を
想
定
し
、
前

年
度
比
２・２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
面
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
の
集

約
化
・
複
合
化
、
老
朽
化
対
策
等
の
適
切
な

推
進
を
図
る
た
め
の
「
公
共
施
設
等
適
正
管

理
推
進
事
業
費
」
や
保
育
士
・
介
護
人
材
等

の
処
遇
改
善
を
図
る
「
一
億
総
活
躍
社
会
関

連
施
策
」
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
な
ど

前
年
比
１・
０
％
増
と
依
然
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成

27
年
度
は
健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し
た
と
言

え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
一
般
会
計
決
算
に
お

い
て
実
質
収
支
額
が
約
６
億
３
１
０
０
万
円
と

な
っ
た
こ
と
、
経
常
収
支
比
率
は
86
・
１
％
と

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
５・
８
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
他
将
来
負
担
比
率
、
財
政
力
指
数
、

実
質
公
債
比
率
、
基
金
積
立
額
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
指
標
か
ら
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
人
口
が
微
増
傾
向
に
あ
る
こ
と

や
、
好
調
な
自
動
車
産
業
お
よ
び
そ
の
関
連

企
業
を
背
景
に
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
も
功

を
奏
し
、
地
方
税
を
含
め
歳
入
総
額
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
返
礼
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
は
、
前
年
度

の
約
３
倍
に
あ
た
る
約
１
億
６
千
万
円
の
寄

付
を
頂
く
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
地
方
自
治

体
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
と
な
る
た
め
、
今

後
も
寄
付
者
に
と
っ
て
魅
力
的
か
つ
共
感
さ

れ
る
制
度
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
平
成
29
年
度

当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
今
年
度
策

定
し
た
「
第
５
次
行
橋
市
総
合
計
画  

後
期
計

画
」
を
基
に
、
京
築
地
域
の
拠
点
都
市
と
し

て
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
、
そ
し
て

人
口
減
少
問
題
を
克
服
す
る
た
め
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
し
、
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
選
択
と
集
中
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
29
年
度 

施
政
方
針

　
３
月
定
例
会
が
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
田
中
市
長
が
行
っ
た
施
政
方
針
演
説
の
中
か
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
関
わ
り
の
深
い
内
容
を
中
心
に
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
度
の
重
要
施
策

■
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
昨
年
は
地
震
や
大
雨
、
大
雪
な
ど
の
大
規

模
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
災
害
に
対
し
て

は
事
前
の
備
え
が
重
要
で
す
。
平
成
28
年
２

月
に
福
岡
県
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
想
定

し
た
津
波
浸
水
想
定
区
域
の
設
定
を
行
っ
た

こ
と
に
対
し
、
本
市
に
お
い
て
も
防
災
マ
ッ

プ
の
見
直
し
を
行
い
、
市
民
の
方
へ
周
知
を

図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
総
合
計
画
に
見
直
し
の
際
に
検
証

さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
設

立
や
育
成
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
域
の

ニ
ー
ズ
と
特
性
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
体
制
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
お
よ
び
増
大
す

る
救
急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
高
規
格
救

急
自
動
車
の
更
新
、
な
ら
び
に
救
急
救
命
士

の
養
成
を
行
う
ほ
か
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
目
指
し
、
消
防
団
格
納
庫
お
よ
び
消
防
団

車
両
な
ど
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

■
上
下
水
道
事
業

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
お
い

し
い
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
老
朽
化

し
た
施
設
の
更
新
お
よ
び
修
繕
を
順
次
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
多
く
の
施
設
が
更
新

時
期
を
迎
え
多
大
な
費
用
が
必
要
に
な
る
た

め
、
中
長
期
的
な
更
新
計
画
を
作
成
し
て
経

営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。
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下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度

末
で
の
行
橋
地
区
の
整
備
率
は
84
・
２
％
、

行
事
地
区
は
14
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
区

域
の
拡
大
に
よ
り
、
整
備
率
は
57
・
４
％
と

な
る
見
込
み
で
す
。
平
成
29
年
度
も
行
事
地

区
の
面
整
備
を
重
点
的
に
進
め
、
全
体
で
11

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、

整
備
率
は
66
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
近
年
の
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
浸
水
対

策
に
関
し
て
は
、
み
や
こ
雨
水
幹
線
の
コ
ス

タ
周
辺
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
よ
り
調
整

池
建
設
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
等
を
活
用
し
て
平
成
29
年
度
も
引

き
続
き
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

■
適
正
な
土
地
利
用
の
推
進
と
住
環
境
の
充
実

　
今
後
人
口
の
急
激
な
減
少
と
高
齢
化
を
背

景
と
し
て
、
安
心
で
快
適
な
生
活
環
境
を
実

現
す
る
た
め
、
ま
た
財
政
面
お
よ
び
経
済
面

に
お
い
て
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
可
能
と

す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
よ
り
「
立
地
適
正

化
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
医
療
・
福
祉
・
商
業
等
の
都
市
機
能

を
誘
導
す
る
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」
を
設

定
す
る
た
め
、
全
校
区
に
お
い
て
市
民
説
明

会
を
開
催
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
や
核
家
族
化
が
進
み
全

国
的
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
空
家

対
策
で
す
が
、
４
月
１
日
か
ら
「
空
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、
危

険
老
朽
家
屋
除
却
に
対
す
る
費
用
の
一
部
助

成
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
内
の
空
家
に
対
す

る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
の
発
生

か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
ニ
ー
ズ
の
高
い
木

造
戸
建
て
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診
断
、
耐
震

改
修
工
事
費
の
補
助
制
度
を
継
続
推
進
し
、

住
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　「
図
書
館
等
複
合
施
設
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
事
業
者
公
募
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
参
加
表
明
書
の
提
出
は
あ
り
ま
し
た
が
、

事
業
提
案
書
の
提
出
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
事

業
者
の
選
定
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
関
係
者
に
対
し
て
聞
き
取
り
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
29
年
度
に
募
集
要
項
等
を
見
直

し
、
再
公
募
を
行
う
予
定
で
す
。
本
市
の
中

心
市
街
地
の
求
心
力
を
高
め
、
ま
た
将
来
の

子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
繋
ぎ
、
人
口
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
不
可
欠
な
教
育
・
文

化
施
設
の
整
備
事
業
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
新
た
な
事
業
と
し
て
、
２
つ

の
拠
点
整
備
事
業
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、

行
橋
市
総
合
戦
略
の
主
要
施
策
「
地
域
を
支

え
合
い
、交
流
し
あ
う
ま
ち
」
に
お
い
て
、「
人

や
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
」
や
「
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
」
の
構
築
を
実
現
す
る
た
め
、
椿

市
地
区
に「
小
さ
な
拠
点
」整
備
を
行
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
を
活
用
し
、
椿
市
小
学
校
に
近
接
す
る
用

地
に
多
世
代
交
流
施
設
や
ふ
れ
あ
い
広
場
を

整
備
す
る
「
椿
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
等
施

設
整
備
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
同
敷
地
内
に
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
昨
年
４
月
に
東
九
州
自
動
車

道
が
開
通
し
、
循
環
型
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
完
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
市
が
単

な
る
通
過
都
市
に
な
る
こ
と
な
く
、
国
内
外

か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
地
域
振

興
戦
略
と
し
て
、
今
川
Ｐ
Ａ
と
一
体
化
し
た

地
域
交
流
拠
点
を
整
備
す
る
「
行
橋
市
交
通

交
流
拠
点
整
備
事
業
」
の
基
本
構
想
の
策
定

に
着
手
し
ま
す
。
策
定
に
際
し
て
は
、
地
域

の
方
々
や
、
国
や
県
、
近
隣
自
治
体
、
関
連

事
業
者
と
協
議
、
連
携
を
図
り
、
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
子
ど
も
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　「
行
橋
市
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
い
て
、
質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
・

保
育
を
総
合
的
に
提
供
し
、
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
待

機
児
童
問
題
の
解
決
策
の
一
つ
と
も
い
え
る

保
育
士
確
保
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
私
立
保

育
園
に
対
し
、
市
の
単
独
事
業
で
保
育
士
給

与
処
遇
改
善
補
助
金
を
引
き
続
き
交
付
し
、

保
育
士
の
新
規
雇
用
お
よ
び
離
職
防
止
対
策

を
図
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し
て
は

次
の
３
事
業
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
し
て
、
地
域
住
民
と
連
携
・
協
力
し
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事

業
を
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
し
、
保

育
園
・
幼
稚
園
な
ど
の
利
用
案
内
や
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て

支
援
に
関
す
る
、
子
育
て
世
帯
が
必
要
と
す

る
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
、

核
家
族
化
の
進
行
に
よ
る
子
育
て
経
験
の
継

承
不
足
や
、
子
育
て
を
支
え
る
環
境
の
変
化

に
よ
り
家
庭
で
の
養
育
能
力
が
低
下
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

保
健
師
等
が
妊
娠
の
早
期
か
ら
積
極
的
に
か

か
わ
り
を
持
ち
、
児
童
虐
待
予
防
を
含
め
妊

娠
期
か
ら
育
児
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
障
が
い
者
支
援

　
障
が
い
者
総
合
支
援
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制
お
よ
び
必
要
量
の

見
込
み
を
定
め
る
「
第
五
期
障
害
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

平成 29 年度 施政方針
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■
健
康
づ
く
り

　
平
成
25
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
保
健

計
画
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
た
め
、
計
画
の

検
証
を
行
う
と
と
も
に
第
２
期
計
画
を
策
定

し
、
地
域
保
健
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で

も
元
気
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ま
た
医
療
や
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
在
宅
医
療
と
介

護
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

般
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
お

よ
び
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
、
み
や
こ
町
、

苅
田
町
と
と
も
に
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
以
上
に

緊
密
な
連
携
の
推
進
を
図
り
、
実
効
性
の
あ

る
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
商
業
・
中
小
企
業
振
興

　「
魅
力
あ
る
個
店
づ
く
り
」
を
目
指
し
た

勉
強
会
に
お
い
て
集
客
に
つ
な
が
る
改
善
が

徐
々
に
進
ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
商

店
街
を
主
体
と
し
た
新
規
の
イ
ベ
ン
ト
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
連
携
に
よ
る
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
る
高
校
や
大
学
の
学
生

等
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
提
案
を
受
け
な

が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
新
し
い

意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
持
続
可
能
な

中
心
商
店
街
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

■
農
林
水
産
振
興

　
現
在
、日
本
の
農
業
は
、農
業
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
等
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
に

お
い
て
は
、「
農
業
の
持
続
的
発
展
」「
農
村

の
振
興
」「
食
料
の
安
定
供
給
」「
多
面
的
機

能
の
発
揮
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
日
本
型

直
接
支
払
事
業
、
農
地
中
間
管
理
事
業
、
農

業
者
育
成
支
援
事
業
等
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
農
業
生
産
基
盤
で
あ
る
農
業
用
排
水
施

設
や
農
地
の
整
備
等
を
防
災
・
減
災
対
策
の

観
点
と
併
せ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
利
用
に
関
す
る
計
画
的
な
推

進
の
た
め
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見

直
し
や
農
地
利
用
の
最
適
化
を
よ
り
良
く
果

た
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
農
業
委
員
会
の

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
水
産
振
興
の
た
め
、

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
を
推
進
し
、
ク
ル
マ

エ
ビ
や
ヨ
シ
エ
ビ
、
ガ
ザ
ミ
の
放
流
や
ア
サ

リ
の
増
殖
を
行
い
、
生
育
環
境
の
改
善
や
水

産
資
源
の
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
カ
キ
の
生
産
向
上
支
援

や
漁
業
者
育
成
支
援
事
業
を
行
い
、
地
域
水

産
業
の
活
性
化
、
地
元
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
お
よ

び
消
費
拡
大
に
努
め
ま
す
。

■
企
業
誘
致

　
稲
童
工
業
団
地
に
お
い
て
唯
一
の
残
地
で

あ
っ
た
４・７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
、
昨
年

10
月
に
株
式
会
社 

九
州
イ
ノ
ア
ッ
ク
と
売
買

契
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
稲
童
工
業

団
地
は
全
て
完
売
し
ま
し
た
。

　
企
業
誘
致
活
動
は
、
将
来
の
人
口
減
少
社

会
お
よ
び
超
高
齢
化
社
会
に
対
し
、
自
主
財

源
確
保
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
た
め
、

持
続
可
能
な
地
方
都
市
と
し
て
の
発
展
に
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
策
で
あ
り
、
今
後
、

新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
陸

海
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
強
み
を
生
か
し
、

ま
た
京
築
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
責
任
を

果
た
す
べ
く
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応

え
ら
れ
る
候
補
地
の
選
定
を
関
係
機
関
と
協

議
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
の
要
望
次
第
で
は
、
立
地
場
所

や
敷
地
面
積
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
で
応
え
る
べ
く
、
尽
力
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
市
に
お
け
る
雇
用
対
策
に
つ

い
て
は
、
産
学
官
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
企

業
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
訪
問
、
合
同
就
職
説
明

会
の
開
催
や
、
福
岡
県
が
実
施
す
る
各
種
就

労
支
援
事
業
な
ど
、
総
合
的
な
雇
用
創
出
と

就
職
機
会
の
拡
充

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■
観
光
振
興

　
近
年
、
日
本
に
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
28
年
の
訪
日
客
は

２
４
０
０
万
人
を
突
破
し
、
政
府
と
し
て
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
平
成
32

年
に
４
千
万
人
を
目
標
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
九
州
に
お
い
て
も
外
国
人
観
光
客
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
本
市
と
し
て
も
国
内
外
か
ら

の
観
光
客
に
行
橋
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
く

し・

・

・
か
け
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
し

か
け
と
し
て
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ゆ

く
ゆ
く  

ゆ
く
は
し
」
の
多
言
語
化
を
進
め
て

お
り
、
平
成
29
年
度
よ
り
本
格
運
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
多
言
語
化
も
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
国

内
外
よ
り
本
市
へ
の
呼
び
込
み
に
努
め
ま
す
。

■
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
の
み
や
こ
町
と
の
し

尿
処
理
広
域
化
に
伴
い
、
本
定
例
会
に
音
無

苑
能
力
増
強
工
事
の
契
約
案
件
を
上
程
し
て

い
ま
す
。
４
月
よ
り
１
年
間
を
か
け
て
工
事

を
施
工
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

処
理
費
用
の
削
減
が
図
ら
れ
、
効
率
的
な
施

設
運
営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
近
隣
自

治
体
と
の
施
設
の
近
接
度

合
い
や
生
活
圏
域
の
重
複

等
の
実
態
を
踏
ま
え
、
市

域
を
超
え
た
施
設
の
共
同

利
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

▲株式会社 九州イ
ノアックと企業立地
協定を締結し、工業
団地内の用地は完売
しました。

▲地元の新鮮な魚介がなら
ぶ毎年人気の「お魚まつり」。
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■
教
育
政
策

　
本
年
度
を
も
っ
て
、
小
中
学
校
に
お
け
る

体
育
館
非
構
造
部
材
耐
震
化
事
業
、
ま
た
ト

イ
レ
お
よ
び
給
食
配
膳
室
の
改
修
工
事
を
終

了
し
ま
し
た
。
夏
の
暑
さ
対
策
と
し
て
の
空

調
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
向
上
の
早
期
実
現
に
向
け
計
画
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
モ
デ
ル
校
と
し
て
行
橋
北
小

学
校
お
よ
び
長
峡
中
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
小
中
学
校
に

お
い
て
も
同
様
の
環
境
整
備
を
３
年
計
画
で

進
め
て
い
き
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
行
橋
小
、

行
橋
南
小
、泉
小
、椿
市
小
、延
永
小
、行
橋
中
、

泉
中
の
教
員
お
よ
び
長
峡
中
の
生
徒
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
電
子
黒
板
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

近
年
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
新
し
い
知

識
・
情
報
・
技
術
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
逞
し
く
生
き
て
い
く

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
、
子
ど
も
た

ち
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
授
業
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
本
市
の
公
教
育
の
魅
力
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
海
岸
地
域
の
観
光
資
源
化
お
よ
び
活
性
化

の
手
法
と
し
て
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ

ェ
ス
タ
お
よ
び
シ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
に
加
え
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
新
た
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
で
も
あ
る
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ

ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
伴
う
海
外
代
表
選
手
団
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
誘
致
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
都
市
公
園
を

整
備
す
る
た
め
、
前
述
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
効

果
を
高
め
る
た
め
、
長
井
浜
に
お
い
て
本
年

度
よ
り
用
地
を
取
得
し
、
平
成
29
年
度
は
基

本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計
、
土
木
工
事
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
文
化
事
業

　
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
形
式
で
開
催
す
る
「
ゆ
く

は
し
公
募
彫
刻
展
」
は
、
平
成
29
年
度
よ
り

第
２
回
に
向
け
て
公
募
の
周
知
を
行
い
、
行

橋
市
の
名
を
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
め
る
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
第
１
回
大
賞
作
品
を
活
用
し
た
芸
術
文

化
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
新
規
事
業
と
し
て
、
本
年
度
増
田
博

さ
ん
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
美
術
館
を
市
立
美

術
館
と
し
て
整
備
を
す
る
こ
と
で
、
市
民
が

身
近
に
良
質
な
芸
術
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
場

の
提
供
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
原
長
者

原
遺
跡
な
ど
市
内
の
重
要
な
史
跡
や
文
化
財

の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
を
市
内
外
に
広
く
情
報
発
信
し
、
本
市

の
歴
史
や
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　商店街恒例のひな祭り展。
　明りの点いた店内に眼をやれ
ば、緋

ひもうせん
毛氈を背景に肌

き め
理細やかな

人形の顔の白さが、艶めかしくも、
いっそ怪し気と言いたいほどの美
しさをたたえている。
　その人形達の表情如何と、視点
を寄せれば、着飾ったお内裏様も
お雛様も、五人囃子の子供達まで、
華やいだ筈がどこか哀し気に見え
てしまうのは錯覚でもあろうか。
　いや、決して錯覚ではあるまい。
人形は見る者の心象、云わば人の
心の映し絵だ。ガランとした人通
りのない小路の商店街。その多く
は降ろされたシャッターに影を成
している。その影の中、どれほど
の装いで、さんざめこうとも、点
在するばかりの光の点。
　有り体に言えば見物人が少なす
ぎるのだ。人を呼び込み、人の視
線を集めるのは容易ではない。雛
祭りの人形達をもってしてもだ。
商店街の復興という、我々の掲げ
た旗の重みを感じざるを得まい。

行橋市長　田中　純

市長のコラム②

哀しげな雛人形達

市政について市長の考えや思い
を皆さんにお伝えするコーナー
です

最
後
に

　
こ
の
ほ
か
に
も
市
民
生
活
に
密
着
し
た
多

数
の
事
業
が
あ
り
、
こ
れ
ら
来
年
度
に
実
施
予

定
の
す
べ
て
の
事
業
が
、
今
後
の
行
橋
市
に
と

っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
事
業
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
行
橋
市
は
福
岡
県
内

で
も
数
少
な
い
人
口
が
増
加
し
て
い
る
ま
ち

で
す
。
我
々
に
と
っ
て
の
通
信
簿
は
人
口
で
あ

り
、
人
口
が
ど
う
増
え
て
い
く
か
を
職
員
一
人

ひ
と
り
の
通
信
簿
と
し
て
考
え
、
少
し
で
も
上

向
き
に
で
き
る
よ
う
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
成
果
と
し
て
現
れ
て

き
て
い
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
行
橋
市
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の

課
題
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ

の
課
題
に
対
し
、
消
極
的
で
は
な
く
積
極
的

な
考
え
に
立
ち
、
今
の
大
人
た
ち
が
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成 29 年度 施政方針
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臨時福祉給付金（経済対策分）の
申請が始まります。

支給要件

◆申請期間：4 月 3 日（月）～ 7 月 31 日（月）
◆提出書類：申請書、確認書類
　※印鑑の押印を忘れずにお願いします（シャチハタ不可）。
　※前回と同様、申請・受給者名義以外の口座に振込をご希望の
　　場合は、代理人関係の書類が必要となります。
　※身分証明書の有効期限にご注意ください。
◆提出先：市地域福祉課  臨時福祉給付金窓口（東棟２階）

窓口で申請する場合 郵送で申請する場合

「扶養されていない方」
または

「市内にお住まいの方に
扶養されている方」

・身分証明書（運転免許証、保険証等）
　　※世帯申請される場合は、全員分必要

・振込を希望する口座の通帳等
　　※前回と同じ口座を希望する場合は不要

・身分証明書（運転免許証、保険証等）の写し
　　※世帯申請される場合は、全員分必要

・振込を希望する口座の通帳等の写し
　　※前回と同じ口座を希望する場合は不要

「市外にお住まいの方に
扶養されている方」

・身分証明書（運転免許証、保険証等）
　　※世帯申請される場合は、全員分必要

・振込を希望する口座の通帳等
　　※前回と同じ口座を希望する場合は不要

・扶養している方の非課税証明書

・身分証明書（運転免許証、保険証等）の写し
　　※世帯申請される場合は、全員分必要

・振込を希望する口座の通帳等の写し
　　※前回と同じ口座を希望する場合は不要

・扶養している方の非課税証明書の写し

“ニセ電話詐欺”や“個人情報の詐取”に
ご注意ください！

職員が、ATMの操作や手数料の振込を求めることは
絶対にありません。何かあれば、行橋警察署
相談窓口（℡24-9110）へご連絡を！

◆支給対象者（以下の条件を満たす方）
・平成 28 年 1 月 1 日現在で行橋市の住民基本台帳
　に登録されている方
・平成 28 年度分市県民税（均等割）が課税されてい
　ない方
※ただし、以下の場合は対象外です。
　①あなたを扶養している方が平成 28 年度分の
　　市県民税（住民税）を課税されている場合
　②生活保護制度等の被保護者となっている場合
　③申請前に亡くなられた場合

◆支給額：1 人につき 15,000円（1回のみ）

◆給付金に関する問合せ
　市 臨時福祉給付金 専用ダイヤル
　℡ 25-1111（内線 1217）
　℡ 25-1400（直通）

◆市県民税・扶養に関する問合せ
　　市税務課 市民税係
　　（市役所東棟 1 階）
　　※直接窓口にて、お問い合わせ
　　　ください。

※支給対象者と思われる方へ、4月から順次申請書等を
　お送りしています。原則として、住民票記載の住所に
　送付しています。
※申請受付から支給までは、1カ月程度かかります。

　【問合せ】　

確認じゃ！

申請にあたっての注意点
●世帯単位での申請においては、各支給対象者の本人
　確認書類を提出または提示していただく必要があり
　ます。
●申請期限までに申請書が届かない場合、または必要
　書類が揃わない場合は、給付金を支給できません。
●給付金の支給後、対象者とはな
　らない事実が生じた場合は、返
　還していただきます。

⑦　29．4．1

【出品資格】
　行橋市・豊前市・京都郡および築上郡に居住・在
勤・在学する高校生以上の方。作品は公募展に未発
表のものとし、出品点数は 1 人 2 点以内とします。

【出品料】
　1 点につき 1,000 円（高校生は 1 点につき 500 円）
※作品搬入の際に、出品申込書に添えて手続きし
　てください。

【搬出日時】
　5 月 22 日（月）15 時 10 分～ 15 時 30 分

【表彰式日程】
　5 月 20 日（土）9 時 30 分

　５月に開催される美術展覧会では、皆さん
から作品を募集します。応募された作品の中
から、審査を経て入選作品を決定し、展覧会
で展示します。
　入選作品のうち、優秀な作品については、

「市長賞」、「運営委員長賞」、「議長賞」、「教
育長賞」等を贈ります。日頃、創作活動に励
んでいる皆さん、力作をお待ちしています！

※開催要項や出品申込書は、（公財）行橋市文
化振興公社窓口、市内各公民館に用意してい
ます。また行橋市文化振興公社ホームページ
からもダウンロードできます。

【受付日時・搬入先】5月 6日（土）14時～15時　行橋市中央公民館
（行橋市大橋 1-9-26  ℡ 22-3911）

【作品規定】
◆日本画　額装または軸装とする。
　　　　　アクリル可、ガラス不可。
　　　　　10 号以上 50 号以内。

◆洋　画　すべて、額装または仮縁付けとする。
　　　　　油彩・水彩・パステル10号以上50号以内。
　　　　　版画は、６号相当以上 50 号相当以内。
　　　　　アクリル可、ガラス不可。

◆陶　芸　壁面利用するものは、重さ５㎏以内。
　　　　　立体物は、50㎝× 50㎝× 70㎝、
　　　　　重さ 20㎏以内（縦横自由）。

◆　書　　半切（縦横自由）。
　　　　　軸（縦のみ）は半切以内。
　　　　　釈文を裏面に添付すること。
　　・例① 137㎝× 35㎝（半切）
   　・例② 105㎝× 105㎝（全紙の 2 分の 1）
　　・巻子本（巻物）は縦 45㎝×横 200㎝以内。
　　・篆

て ん こ く

刻は、縦のみ 40㎝× 30㎝。
　　・刻字は、半切以内。

◆写　真　単写真は、四つ切以上全紙まで（準会
　　　　　員以上は全紙、半切）とし、
　　　　　枠張り 75㎝× 60㎝以内。
　　　　　組写真・連作写真の貼付作品は、
　　　　　枠張り 75㎝× 60㎝以内。
　　　　　アクリル可、ガラス不可。

行橋市美術展覧会
5月19日（金）～5月22日（月）
　行橋市中央公民館にて開催！
地域で活躍する作家の作品も展示します！

※壁面を利用して展示する作品は、金具（ヒート
　ン等）や紐を付けてください。

【問合せ】
（公財）行橋市文化振興公社
℡ 25-2711

第 25 回行橋市
美術展覧会作品募集 
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ゆくゆく Information

学
生
は
、
条
件
を
満
た
せ
ば
申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
（
４
月
分
～

翌
年
３
月
分
）
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
後
払
い
で
き
ま
す
。
ま
た
、
申

請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
で
未
納
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

学生の方へ
国民年金「学生納付特例制度」をご利用ください！

●問合せ　市国保年金課 国民年金係
　TEL ２５ - １１１１（内線 1115）

●問合せ　市 市民相談室
　TEL ２５ - １１１１（内線 1389）

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
、
４

月
６
日
～
15
日
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
左
記
の

と
お
り
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。
交
通
安
全
に
対
す

る
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
春
の
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
行
橋
高
校
生
徒
等
に
よ
る
交
通
安
全
啓

発
グ
ッ
ズ
（
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
）
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

・
日
時
　
４
月
６
日
（
木
）
14
時
か
ら

・
場
所
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
行
橋
店

◇
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
交
通
安
全
啓
発
チ
ラ
シ
、
グ
ッ
ズ
の
配

布
を
行
い
ま
す
。

・
日
時
　
４
月
10
日（
月
）

　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら

・
場
所
　
今
井
渡
橋
東
交
差
点

　
　
　
　（
行
橋
市
南
大
橋
１
丁
目
）

◇
４
月
10
日
は
、

　「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　
記
録
の
残
る
昭
和
43
年
以
降
、
毎
日
、

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
る
の
は
ご

存
知
で
す
か
。
平
成
20
年
１
月
に
、
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。 

　
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
守
り
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

春の交通安全県民運動が始まります！　

◇
対
象
者（
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
方
）

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
、

大
学
院
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
等
（
１
年
以
上
の
課
程
に
在
籍

の
方
。
一
部
対
象
外
校
あ
り
）の
学
生・

生
徒

※
夜
間
部
、
定
時
制
、
通
信
課
程
は
含

み
ま
す
が
、
科
目
履
修
生
、
聴
講
生
等

は
含
み
ま
せ
ん
。

②
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方

※
所
得
の
目
安
（
扶
養
親
族
等
が
い
な
い
場
合
）

　
　
＝
年
間
所
得
１
１
８
万
円
以
下

+
 

社
会
保
険
料
控
除
額
等

◇
持
参
す
る
も
の

①
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

②
年
金
手
帳
　
　
③
印
鑑

※
退
職
し
た
方
は
離
職
票
等
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。
代
理
人
に
よ
る
申

請
は
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書
が
必
要

（
委
任
状
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

※
日
本
年
金
機
構
か
ら
学
生
納
付
特
例

申
請
ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ
て
き
た
方
の
う

ち
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
し
た
方

は
、
市
役
所
で
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
在
学
す
る
学
校
等

が
変
わ
っ
た
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

平成 29年度の国民年金保険料は

 月額 16,490 円、年額 197,880 円

〈学生限定〉

保険料を前納すると割引も受けられます！

このほかにも前納割引があります。

・6カ月分を4月または10月に現金一括払いで
　前納すると、
　　98,940 円　⇒　98,140 円へ
　　　　　　（800 円の割引）

・1年度分を現金一括払いで前納すると、
　　197,880 円　⇒　194,370 円へ
　　　　　　（3,510 円の割引）

平成29年度より、
現金納付による2年前納が可能になりました！

・2年度分（4月分～翌々年3月分）を
　現金一括払いで前納すると、
　　393,960 円　⇒　379,560 円へ
　　　　　　（14,400 円の割引）

【問合せ】市 障がい者支援室
　　　　 ℡ 25 － 1111（内線 1151）平成29年度福祉タクシー料金の助成について　

　
市
で
は
、
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
の

方
の
日
常
生
活
の
利
便
を
図
り
、
社
会

活
動
の
範
囲
を
広
げ
る
た
め
「
行
橋
市

福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
利
用
券
の
交
付
は
４
月
３
日
（
月
）

か
ら
で
す
。
ま
た
利
用
券
は
再
交
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
紛
失
等
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
助
成
内
容
】

　
申
請
月
か
ら
、
月
に
３
枚
（
年
度
内

36
枚
を
限
度
）
の
利
用
券
（
小
型
タ
ク

シ
ー
基
本
料
金
）
を
交
付
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
人
工
透
析
治
療
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
月
８
枚
（
年
度
内
96
枚
を

限
度
）
の
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
次
の
用
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
行
橋
市
に
住
所
の
あ
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

③
平
成
28
年
度
市
民
税
所
得
割
が
非
課

税
の
方

④
入
院
ま
た
は
施
設
等
に
入
所
し
て
い

な
い
方

【
手
続
方
法
】

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
市
障
が
い
者
支
援

室
（
市
役
所
西
棟
⑳
番
窓
口
）
で
交
付

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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ゆくゆく Information

木造戸建て住宅の耐震化を促進しています ●問合せ　市建築政策課 施設維持係
　TEL ２５ - １１１１（内線 1324、1325）

行橋市木造戸建て住宅
耐震診断費補助制度

補助
内容

福岡県耐震診断アドバイザー派遣
制度を利用して行った耐震診断に
要する費用について全額補助

補助
金額

耐震診断に要する費用
（診断内容によって、3,000 円と
6,000 円の 2 種類あり）

募集件数 20 件

募集期間 4 月 3 日（月）～ 6 月 30 日（金）

その他

「福岡県耐震診断アドバイザー派遣
制度」とは、福岡県主催の講習会を
受講し登録された建築士（アドバ
イザー）が申請者宅を訪問し、耐
震診断を行う制度です。
問合せ：生涯あんしん住宅センター
　　　　℡ 092-582-8061

【補助対象者】
次のすべての条件を満たす方
①住宅の所有者
②市税、その他の公租公課を滞納
　してないこと
③暴力団員でないこと

行橋市木造戸建て住宅耐震改修補助制度
補助
内容

耐震改修工事に要する費用の一
部補助

耐震シェルター・防災ベッド設
置に要する費用の一部補助

補助
金額

耐震改修工事に要する費用の
50％に相当し、1,000 円未満
を切捨てた額

（1 件につき上限 60 万円）

耐震シェルター・防災ベッド設
置に要する費用の 46％に相当
し、1,000 円未満を切捨てた
額（1 件につき上限 30 万円）

補助
条件

耐震診断の結果、上部構造評点
が1.0未満で、建築物全体を1.0
以上または、1 階部分の上部構
造評点を 1.0 以上になる耐震改
修工事を行うもの

①耐震診断の結果、上部構造評
点が 1.0 未満で、耐震シェル
ターまたは防災ベッドを設置
②高齢者（65 歳以上の方）、障
がい者（障害者手帳の交付を受
けている方）のいる世帯

募集件数 あわせて 4 件

募集期間 5 月 1 日（月）～ 6 月 30 日（金）

その他 申請する前に、耐震診断を行う必要があります。
ほかの補助金との併用はできません。

【補助対象住宅】
次のすべての条件を満たす住宅
①市内に存在するもの
②昭和 56 年 5 月 31 日以前に　
　着工したもの
③過去に耐震補助金の交付を受け
　たことがないこと
④現に居住者がいること、または
　居住する予定の者がいること

⑤地階を除く階数が２以下のもの
⑥戸建て住宅
　※店舗の用途を兼ねるものは、
　　店舗等の用途に供する部分の
　　床面積が建築物全体の床面積
　　の 2 分の 1 未満のもの
⑦建築基準法および関係法令に違
　反していないもの

※募集期間を過ぎた場合はご相談く
ださい。また申請前に着手した場合
は対象外です。

◆◇◆共通事項◆◇◆

【
脳
の
健
康
楽
習
室  

学
習
者
募
集
】

　
読
み
書
き
、
簡
単
な
計
算
の
学
習
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象
者

　
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
毎
週
１
回
の
学
習
教
室
へ
の
参
加

と
、
毎
日
10
分
程
度
の
自
宅
学
習
が
可
能
な
方

◇
学
習
期
間
お
よ
び
時
間

　
４
月
27
日
～
８
月
10
日
の
毎
週
木
曜
日

　
１
回
に
つ
き
30
分
程
度

　【
第
１
グ
ル
ー
プ
】
９
時
30
分
～
10
時

　【
第
２
グ
ル
ー
プ
】
10
時
15
分
～
10
時
45
分

◇
学
習
場
所
　
行
橋
公
民
館

◇
参
加
費
　
６
７
０
円
（
３
カ
月
分
の
教
材
費
）

　
　
　
　
　
※
開
校
式
の
４
月
27
日
（
木
）
に
徴
収
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数
　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
脳
の
健
康
楽
習
室  

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
】

　
行
橋
市
の
介
護
予
防
事
業
「
脳
の
健
康
楽
習
室
」
の
運
営

を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。
学
習
者
へ
の
助
言
等
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◇
対
象
者

　
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方
で
、
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
増

進
の
支
援
に
関
心
が
あ
る
方
。
た
だ
し
、
４
月
20
日
（
木
）

の
事
前
研
修
会
に
参
加
可
能
な
方

◇
活
動
期
間
お
よ
び
時
間

　
４
月
27
日
～
８
月
10
日
の
毎
週
木
曜
日
、
９
時
～
12
時

◇
活
動
場
所
　
行
橋
公
民
館

◇
募
集
人
員
　
５
人
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

「脳の健康楽習室」学習者・学習サポーター募集 ●問合せ　市介護保険課
　℡２５- １１１１（内線 1176）

【
申
込
み
に
つ
い
て
】

　
学
習
者
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
と
も
に
、４
月
３
日（
月
）

か
ら
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
市
介
護
保
険
課
へ
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
際
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。



29．4．1　⑩

まちの話題

ニュース&トピックス
       　 

あなたのまわりの身近な話題を待っています。広報係までご連絡ください。（TEL 25 ‐ 9688）

つなげよう 広げよう 健幸の輪
　２月 25 日、「第 12 回ゆくはし健幸つなぎ隊まつり」
がウィズゆくはしで開催されました。体力測定のコー
ナーでは、来場者たちが前屈運動やステップ運動など
に挑戦。またバランスボールを使った体操やエアロビ
クスなどの健康運動体操では、音楽に合わせて楽しく
体を動かしていました。保健師からのアドバイスに真
剣に耳を傾ける様子も見られ、来場者たちは楽しみな
がら健康について考えることができたようです。

全国大会初優勝
　３月４日、５日に沖縄県で開催された「第 10
回金武町長杯地球環境スポーツビーチサッカー
フェスティバル」のレディースの部でドルソー
レ北九州レディースが初優勝を飾りました。３
月 15 日、主将の串山早希さん（写真左から２
番目）と上原麻里子さん（写真左端）が田中市
長に優勝を報告しました。串山さんは、「女子
の大会はまだ少ないので、長井浜で大会を開催
するなど、女子ビーチサッカーの普及に貢献し
たいです」と今後の目標を話してくれました。

　ドルソーレ北九州レディースの初優勝を記念
して「JAPAN ビーチサッカー ヴィーナスカッ
プ In YUKUHASHI」が開催されます。レディ
ースの大会のほか、ビーチサッカー教室や男子
のエキシビジョンマッチなどが開催されます。
皆さんぜひ会場へおいでください。
・開催日時：４月 16 日（日）　９時から
・会　　場：長井浜海水浴場

最新車両を配備しました
　３月 16 日、行橋市消防本部で消防車輛の配備式が行
われました。車両の老朽化により更新されたもので、
水槽付消防ポンプ自動車（写真左側）は車体がコンパ
クトになりましたが、以前と同じ３トンの水を積載し、
少ない水でも消火能力が高く、油火災にも対応可能な
泡消火システムを備えています。また、指令車（写真
右側）は特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し更
新したもので、AC 電源装置を備えた四輪駆動車です。

ま ち の 話 題
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ニュース ＆トピックス

春の火災予防運動実施
　春の火災予防運動期間初日の３月１日、「ゆめタウン
南行橋」で店内から出火したと想定し訓練が実施され
ました。従業員と消防署員およそ 70 人が参加し、店
内からの避難や取り残された人をはしご車で救出する
訓練などが行われました。訓練終了後、高橋一文署長
は「昨年から今年にかけて大きな火災が続いています。
今後も、お客様の安全安心のため、努力をお願いしま
す」と参加者に呼びかけました。

行橋高校同窓会より車いすの寄贈
　２月 27日、行橋高校同窓会「明豊会」の奉仕活動委
員会の皆さんが市役所を訪れ、車いす２台を行橋市に
寄贈いただきました。車いすは同窓会のチャリティゴ
ルフ大会の益金で購入されたもので、今回で３回目の
寄贈となります。田中市長は「ありがとうございます。
庁舎の入り口に設置し、来庁者のために活用します」
とお礼を述べました。事務局の皆さんは「これからも、
会として奉仕活動に取り組みます」と話していました。

長年の功績を讃えて
　２月 17 日、久留米市で「全国子ども会育成中央会
議・研究大会」が開催され、行橋市子ども会育成連合
会理事の中野久恵さん（写真左）が九州地区子ども会
育成連絡協議会より表彰を受けました。中野さんは昭
和 54年に椿市校区長尾子ども会会長に就任して以来、
子ども会をはじめ椿市小学校、長峡中学校の PTAの
活動に積極的に取り組まれてきた功績が認められ、今
回の受賞となりました。

全国一を目指します
　４月 29日に東京都で開催される「第 13回ポイント・
アンド・ノックアウト全日本空手道選手権大会」に行
橋市内に本部を置く空手道場桜

ようしん

神會舘から選手 11 人
が九州大会や関西大会などの予選大会を勝ち抜き出場
します。３月 10 日、市内在住の選手９人が大会出場
を報告に市役所を訪れ、渡邊寛隆館長（写真後列右端）
が「全国一を目指して、日々の練習に励みます」と大
会に向けての意気込みを語ってくれました。
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回

平成 29 年度　ふるさと歴史講座予定表
期　日 テ　ー　マ 場　所

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

5月21日㈰

6月18日㈰

7月16日㈰

8月27日㈰

9月17日㈰

11月19日㈰

12月17日㈰

1月21日㈰

2月18日㈰

3月18日㈰

感動の城野遺跡発掘物語
　 － 邪馬台国時代の巨大墳墓と周辺集落 －

椿市廃寺を考える

考古学から読み解く日本書紀

細川時代余話

戦争遺跡を巡る旅

史跡・石塚山古墳出土鏡の新たな展開
　 －「観古集」に収録された書写図の意義 －

郷土出身の作家・葉山嘉樹をめぐる人々

机上の楽しみ（６）－漢字について－

文化財の保存と科学

弥生人の生活とまつり（１５）

企画展示室

企画展示室

企画展示室

視 聴 覚 室

企画展示室

企画展示室

企画展示室

企画展示室

企画展示室

企画展示室

講　師　名

公益財団法人 行橋市文化振興公社　ホームーページアドレス http://www.yuc.or.jp

お知らせ 行橋市図書館名作シアター

行橋市文化振興公社からのお知らせ

　原始から近代までの歴史をわたしたちに身近なテーマで分かりやすく楽しむ講座です。
　講師は学会の第一線で活躍される研究者や、行橋市ほか各地の文化財担当職員がつと
めます。
　歴史の好きな方、京築地方の好きな方、もっと地元のことを学びたい方、どなたでも受
講できます。皆さまのお申込みをお持ちしています。

【申込方法】

ハガキに住所・氏名（ふりがな）・年
齢・電話番号を明記の上、下記宛先
までお申込みください。

【受付期間】 4月1日（土）～4月24日（月）

【募集定員】 40人程度（年間受講生）

【会　 場】

コスメイト行橋 2 階
企画展示室・視聴覚室

【時　 間】

原則として、毎月第三日曜日
13時～15時

【受 講 料】

年間（10 回）受講料   　3,000 円
単独講座受講料　 　　  　 500 円

【申込み・問合せ先】
〒824-0005
行橋市中央1-9-3 コスメイト行橋
行橋市文化振興公社 ふるさと歴史講座係
☎ 0930-25-2711

※講師・テーマ・日にちなど、都合により
　変更する場合があります。ご了承下さ
　い。年間受講生以外の方でも各回単
　独で講座を受講することも出来ます。

平成29年度　ふるさと歴史講座受講生募集！

4
『僕たちの家に帰ろう』

喫茶メイト
閉店のお知らせ

放牧地で離れて暮らす両親のもとを目
指して過酷な旅に出た幼い兄弟の成長
を描いた人間ドラマ。
両親に会いたい一心で始まった旅を通
して、 消えゆく民族や文化、 経済発展
と引き換えに進んでいく環境破壊の現
実を浮き彫りにする。

2014年 / 中国作品

※整理券は配布中です。

■お問い合わせ■
行橋市図書館　TEL.0930-25-1911

■お問い合わせ■
コスメイト行橋  文化ホール

TEL.0930-25-2300

■お問い合わせ■
（公財） 行橋市文化振興公社

TEL.0930-25-2711

10:00～11:00

おはなし隊来館！
● 当日のスケジュール ●

4/22■▶4/23■土 日

4/23■日

コスメイト行橋2F・企画展示室
22■…9：00▶17：00／23■…9：00▶15：00土 日

全国
訪問

本とあそぼう

● 対　　象　2歳から10歳のお子さま
　　　　 　 （行橋市内外は問いません）
● 参 加 費　無　料

・ コスメイト行橋 正面玄関横にて
　　　　　　 キャラバンカーの見学
・ 2階 視聴覚室にて絵本の読み聞かせ

行橋市図書館では、今年も、図書館での役目を
終えた小説や実用書、ガイドブックや雑誌のバッ
クナンバー、行橋市図書館に寄贈された本の一
部などをみなさまに、無料でお譲りいたします。
お気に召した本がみつかりましたら、どうぞご自
由にお持ち帰りください。
※今回は児童書と暮らしの本はございません。
　秋のブックリサイクルフェアをお待ちください。

5
『暗いところで待ち合わせ』

光を失った少女と心に闇を抱えた男性
の奇妙な共同生活を描いたラブストー
リー。

2006年 / 日本作品

コスメイト行橋2階の“喫茶メイト”は
3月末日をもちまして
閉店いたしました。

長年ご愛顧いただき、
誠にありがとうございました。

また、 コスメイト行橋の
喫茶コーナーを営業していただける

テナントを募集いたします。
詳細は下記まで

お問い合わせください。

北九州市埋蔵文化財調査センター

前行橋市歴史資料館 館長

九 州 国 立 博 物 館

行橋市文化財調査委員長

行 橋 市 教 育 委 員 会

元福岡女子短期大学教授

行橋市文化財調査委員

書 道 家

行 橋 市 教 育 委 員 会

行 橋 市 歴 史 資 料 館

佐 藤 浩 司

山 中 英 彦

小 嶋 　 篤

永 尾 正 剛

小 川 秀 樹

藤丸 詔八郎

城 戸 淳 一

棚 田 看 山

笠 置 拓 也

片 岡 宏 二

公益財団法人  行橋市文化振興公社
〒824-0005　行橋市中央1-9-3

コスメイト行橋からのお知らせ
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【問合せ】環境課環境係 
　　　　　℡ 25-1111（内線 1253、1256）

「狂犬病予防集団注射」
を実施します

9：30 ～ 9：50 祇園団地内公園
10：00 ～ 10：35 高瀬第一学習施設
10：45 ～ 11：25 畠田東部地区公民館
13：20 ～ 13：50 平島公民館
14：05 ～ 14：45 稲童中公民館
9：30 ～ 10：00 行事貴船神社

10：10 ～ 11：10 中山グラウンド正門前
13：20 ～ 13：50 吉国公民館
14：00 ～ 14：20 行事宮前公民館

9：30 ～ 10：00 北大野井集会所
10：15 ～ 11：15 ファミリーマート行橋安川通り店
13：20 ～ 13：50 行橋北公民館
14：05 ～ 14：25 新地公民館
14：35 ～ 15：05 蓑島神社
9：30 ～ 10：20 泉公民館

10：35 ～ 11：35 八景山区民会館前駐車場
13：20 ～ 13：40 沓尾消防庫横
13：55 ～ 14：25 金屋春日神社
14：35 ～ 15：05 桜町公民館

※各会場とも、開始直後は混み合いますので、
　ご注意ください。

9：30 ～ 9：50 入覚公民館
10：00 ～ 10：20 椿市公民館
10：30 ～ 10：50 延永区公民館（延永区村中）
11：05 ～ 11：35 正八幡宮横空き地
13：20 ～ 14：00 福岡京築農協旧西宮市支店
14：10 ～ 14：30 崎野真木野宅前
9：30 ～ 9：45 西谷公民館

10：00 ～ 11：10 宮の杜公民館
11：25 ～ 11：40 下検地区公民館
13：20 ～ 13：40 矢留公民館
13：50 ～ 14：10 矢留浄水場集会所
14：25 ～ 14：45 南大野井公民館

9：30 ～ 9：50 福丸公民館
10：00 ～ 10：25 下崎沼口酒店横
10：40 ～ 11：00 長木広宣寺
13：20 ～ 13：55 塚田団地吉田神社
14：05 ～ 14：45 延永中央公民館
9：30 ～ 9：50 小犬丸集会所

10：05 ～ 10：35 柳井田善徳寺
10：50 ～ 11：10 草場公民館
11：25 ～ 11：35 袋迫末次宅横
13：20 ～ 13：45 長井公民館
14：00 ～ 14：40 今元公民館

9：30 ～ 10：05 行橋南公民館
10：15 ～ 10：35 羽根木集会所
10：50 ～ 11：20 道場寺本区公民館
13：20 ～ 13：45 道場寺中央公民館
13：55 ～ 14：45 カトリック新田原教会
9：30 ～ 9：50 天生田集会所

10：00 ～ 10：20 大谷伊藤酒店
10：30 ～ 10：55 稗田公民館
11：05 ～ 11：35 旧農協今川支所
13：20 ～ 13：35 東流末集会所
13：50 ～ 14：30 前田ヶ丘公民館

●新規に犬の登録・狂犬病予防注射を受ける方
　受付で新規登録申込書に
　　①飼い主の住所・氏名　　②犬の名前
　　③犬の種類　　　　　　　④性別
　　⑤毛色　　　　　　　　　⑥犬の生年月日

等を記入していただきます。

※会場には注射案内のハガキを必ず持参してください。
※会場での混雑が予想されます。つり銭のいらないよ
　うにご協力をお願いします。
※登録している犬が死亡した場合や、飼い主に変更が
　あった場合は、市環境課へご連絡ください。

料 金　※一頭あたり

登録済　3,150 円
　　　　（注射料 2,600 円  ＋ 済票交付料 550 円）
新規　　6,150 円
　　　　（別途登録料 3,000 円が必要）
※動物病院で受ける場合は、料金が異なります。
　各病院にご確認ください。

４
月
10
日（
月
）

４
月
11
日（
火
）

４
月
14
日（
金
）

４
月
17
日（
月
）

４
月
13
日（
木
）
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       平成 29 年度 高齢者用肺炎球菌ワクチン 予防接種のご案内

あなたの健康を応援します　℡2３-８８８８
健康づくり
推進係

　現在、日本人の死亡原因の第 3 位は肺炎です。肺炎
の主な病因は肺炎球菌によるもので、この予防接種は
発症や重症化を防ぐ目的で実施されます。
　市の補助を受けられるのは、一生に１回です。期間
を過ぎると補助が受けられません。ご注意ください。
◆実施期間　平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日

生　年　月　日

昭和 27 年 4 月 2 日　～　昭和 28 年 4 月 1 日

昭和 22 年 4 月 2 日　～　昭和 23 年 4 月 1 日

昭和 17 年 4 月 2 日　～　昭和 18 年 4 月 1 日

昭和 12 年 4 月 2 日　～　昭和 13 年 4 月 1 日

昭和  7 年 4 月 2 日　～　昭和  8 年 4 月 1 日

昭和  2 年 4 月 2 日　～　昭和  3 年 4 月 1 日

大正 11 年 4 月 2 日　～　大正 12 年 4 月 1 日

大正  6 年 4 月 2 日　～　大正  7 年 4 月 1 日

　　　　　平成 29年度高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種指定医療機関
医療機関名 所在地 電話番号

1 井手口医院 高瀬 22-2688

2 いりょうファミリークリニック 神田町 31-7285

3 上垣脳神経外科医院 高瀬 22-7557

4 上田内科眼科医院 中央 22-2132

5 蛭崎整形外科医院 行事 22-0887

6 大原病院 宮市町 23-2345

7 おおみや整形外科医院 西宮市 28-0038

8 岡部医院 泉中央 26-7011

9 長部医院 南大橋 22-3470

10 鍵山医院 道場寺 22-2686

11 かたおかクリニック 今井 24-8000

12 きむらクリニック 大橋 28-9555

13 くまがえ内科医院 中津熊 23-3422

14 サカイダクリニック 宮市町 26-3331

15 佐藤整形外科クリニック 行事 24-3313

16 しらかわ医院 北泉 26-1103

17 新田原聖母病院 東徳永 23-1006

18 新行橋病院 道場寺 24-8899

医療機関名 所在地 電話番号

19 すえまつ医院 西泉 22-1132

20 たかお医院 南泉 25-5880

21 高城循環器内科医院 大橋 22-0221

22 橋本医院 北泉 25-6262

23 はまさき循環器内科 西宮市 22-0070

24 ひえだ診療所 下稗田 22-9544

25 ひまわりクリニック 西宮市 26-7000

26 ふくしま整形外科クリニック 西宮市 26-0006

27 ふじた内科クリニック 南大橋 23-3986

28 三木内科クリニック 行事 23-5506

29 やまうち内科クリニック 中央 28-0022

30 矢津内科消化器科クリニック 行事 22-2524

31 山田医院 天生田 22-1195

32 やまみち胃腸科内科 西泉 23-2208

33 行橋記念病院 北泉 25-2000

34 行橋クリニック 西宮市 24-5677

35 行橋中央病院 西宮市 26-7111

36 渡辺クリニック 西宮市 24-2101

※指定医療機関は変更になる場合があります。市外の医療機関で接種する方は、健康づくり推進係へお問い合わせください。

◆対象者
行橋市在住で今までに肺炎球菌ワクチン（ニューモバッ
クスNP）を接種したことがなく、左の表に該当する年
齢の方です。なお、心臓・腎臓・呼吸器等の障害でお

おむね身体障害者障害程度等級 1 級の方など
60 歳～ 64 歳の方でも接種できる場合があり
ます。内容については健康づくり推進係まで

お問合せください。　
●

●

〈注意〉今までに肺炎球菌ワクチン (ニューモバックスNP) を接種された方は対象になり
ません。万が一、5年以内に再接種をした場合、接種部位が痛む・腫れる・硬くなるなど
の副反応が強く出ることがありますので、特にご注意ください。

◆自己負担金：1,800 円
※生活保護を受けている方は無料で接種できます。「保護受
給証明書」(市生活支援課で発行 )を医療機関の窓口に必
ず提出してください。

◆持参品：自己負担金 1,800 円 ( 生活保護受給中の方
は保護受給証明書 )、保険証

●

●

⑮　29．４．1

　男女共同参画社会の実現を図り活動する市民団体へ支援を
行ったり、交流の場や情報を提供しています。当センターが
提供するサービスをぜひご活用ください。

【登録団体になったら…】
①男女共同参画に関する情報等の提供をします
②無料で優先的に研修室の利用ができます
③登録団体連絡会で、相互の情報交換の機会を設けます
④る～ぷるフェスタ実行委員会委員を各団体より選出し、
　企画運営に参画していただきます

◇応募要件
以下の要件をすべて満たす団体
　①男女共同参画社会の実現を目的の一つとして
　　活動する団体
　②団体活動を継続的に行っている、または行うことが
　　できる団体
　③特定の政治活動、宗教活動および営利を
　　目的としない団体
　④行橋市内在住、在職（学）者を含む５人
      以上で構成されている団体

◇登録方法
　登録団体申請書に必要事項を記入のうえ、持参または
ＦＡＸ・郵送でお申し込みください。 なお、申請書は当
センター窓口やホームページで入手することができます。
登録の決定は、後日通知します。

※登録の有効期間は、登録決定の日から年度末の
　３月 31 日までです。

行橋市男女共同参画センター登録団体を募集！

【問合せ】　行橋市男女共同参画センター
               る～ぷる　TEL ２６ - ２２３２

◆日 時：5 月 8 日（月）9 時 30 分～ 11 時
◆場 所：ウィズゆくはし 
◆対 象 者：行橋市在住の赤ちゃんと保護者
◆内 容：個別の母乳相談に助産師が応じます。
◆申込締切：5 月 1 日（月）

8
乳児家庭全戸訪問事業

４月の“こんにちは赤ちゃん訪問”

子育て支援係からのお知らせ　℡2５-１１１１（内線 1183、1184）

　平成 29 年度の「ゆくはしすくすくメモリー」が
できました。健診の日程や各種子育て事業の情報を
掲載しています。市役所の子育て支援係窓口（西棟
１階 16 番窓口）および子育て支援センター（ウィ
ズゆくはし）に設置しています。ご活用ください。

　子育ての応援ができるように、生後 4 カ月までの赤
ちゃんがいるご家庭を対象に家庭訪問を行います。
◆対 象 者：平成 29 年１月と２月生まれの
                赤ちゃん
◆訪 問 者：助産師、保健師、保育士など
◆内 容：赤ちゃんの育児の相談、乳幼児健康診査・
定期予防接種の説明、母乳相談（ハグルーム）やサークルな
どのご案内。料金は無料で、日程は事前に連絡致します。
◆問 合 先：子育て支援センター（℡ 25-5488）
※訪問時、出生届の手続きの際にお渡しした " こんにちは
   赤ちゃん訪問アンケート " を回収します。

☆プライバシーは厳守致します。

要予約
ハグルーム

（母乳相談）

市指定ごみ袋に記載する
標語が決定しました

　行橋市指定のごみ袋に記載する標語を募集し
たところ、35 作品の応募がありました。審査の
結果、次の 8 作品が選ばれました。    （敬称略）

◇めざそうよ　ゴミの減量　行橋市 
                                                    淡居 響

ひ び の

乃
◇美しい　まちにくらすための　ゴミ減量
                                                       辻 真凜
◇捨てないで　リデュース・
   リユース・リサイクル                    石本 梁

りょう

高
す け

◇ゴミを減らせば笑顔がふえる
                                                    有馬 直美

◇ゴミが見えないまち　
   ふるさと「ゆくはし」を                 田上 美月

◇ゴミ減量意識してやれば出来ます
　私もあなたも　　　　　　　　　　 白石 常光

◇ポイすては町をよごす　やめましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　 工藤 優奈
◇ゴミげんりょう　みんなでまもろう
　ちきゅうです　　　　　　　　　　 村上 柚

ゆ ず き

葵

おめでとうございます！
市指定ごみ袋の黒帯の箇所に
標語を掲載する予定です。
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ミニバスケットボールクラブ
白
はくすい

水フェニックス部員募集
　行橋市内・京都郡内の小学生女子で
構成され、バスケットボールを基礎か
ら学び、各地の試合にも積極的に参加
しています。
★対象　小学 4 ～ 6 年生の女子
　　　　3 年生以下は要相談
★練習日　火・木・土・日曜日
　　　　　時間と体育館は曜日ごとに
　　　　　異なります。
★問合せ　坂本代表（兼コーチ）
　　　　　℡ 090-8400-7290

市民の伝言板

めざそう！ 第九コーラス新メンバー募集
　今年も 12 月にオーケストラと第九を歌います。
現在の会員は 60 人。新たに 40 人を募集します。
★練習日　毎週月曜日／月 3 回
　朝の部：10 時～ 12 時（市中央公民館）
　夜の部：19 時 30 分～ 21 時 30 分（行橋公民館）
★会費　35 歳まで／1,000 円　36 歳以上／2,000 円
★問合せ　めざそう！ 第九の会（除

よ だ

田）　℡ 0979-82-1539

美夜古はつらつサークル（旧みやこ大学ＯＢ会） 
春季住みよい街づくり清掃キャンペーン
　皆さんもいっしょに楽しく歩きながら、清掃活動に取
り組んでみませんか。参加をお待ちしています。なお、
保険に入っていませんので、事故やけがには各自で対応
してください。
★日時　４月 21 日（金）10 時～ 12 時　※雨天中止
★集合場所　市中央公民館に 9 時 50 分
★持参品　手袋、ビニール袋小、トング等　　　　　
★問合せ　℡ 23-9227（春山）

ＮＰＯ法人北部九州ホスピスケアの会 講演

「自分らしく終わりたい」
　禅興寺住職の中尾浩之さんを講師に迎え自分らしい「逝き方」を
考えます。どなたでも参加いただけますが、申込みが必要です。
★日時　4 月９日（日）14 時～ 15 時 30 分（13 時 30 分より受付）
★会場　行橋公民館　　★参加費　一般３００円
★定員　20 人　※定員になり次第締切となります。
★申込期限　４月８日（土）
★問合せ　北部九州ホスピスケアの会（山田）　℡ 22-7727

● ● 

● 
太極拳サークル 新田原パンダ会員募集
　ゆっくりと柔らかく太極拳を行うことでバランス
感覚と脚力を鍛え、精神を集中することで脳を活性
化させます。健康維持のために始めてみませんか。
★日時　4 月 5 日より毎週水曜日
           19 時 30 分～ 21 時
★会場　仲津公民館
★講師　菊池美保子（日本武術太極拳連盟 
東部太極拳協会 Ｂ級指導員・3 段技能検定取得）
★問合せ　菊池　℡ 090-3011-8467

小学生無料ゴルフ体験会
　京都カントリークラブの練習施
設を小学生に開放し、ゴルフの無
料体験会を実施します。クラブを
用意しますので、経験が無くても大丈夫！
楽しみながら体を動かしませんか？
★日時　4 月 16 日（日）
　        11 時～ 12 時、13 時～ 14 時
★定員　各 10 人　参加費は無料ですが、
予約が必要です。
★問合せ　アールイーゴルフスクール

（草場）　℡ 092-503-8080

 ゴールデンウイークは行橋で ワークショップ
①ワールド・ロボット・オリンピックの競技体験：４月 29 日（土・祝）
　小学生以上が対象、ロボットをプログラム制御するコンテストを体験します。
②宇宙エレベーターの競技体験：４月 30 日（日）
　競技用のロボットを作り、高さ１０ｍまで物を運ぶ競技を体験します。
③グリーンウッドワーク体験：5 月 3 日（水・祝）、4 日（木・祝）
　小学生以上が対象、生木を使って色鉛筆やスツールなどを作ります。
　以上、いずれも 10 時～ 17 時　ものづくり工房 技術室（長音寺６）にて

④ミニ四駆のコース作り体験：5 月 5 日（金・祝）　13 時～ 16 時
　サンワークゆくはしで 130 ｍのコース作りと走行会を行います。
⑤第 2 回行橋ミニ四駆レース：5 月 6 日（土）　9 時～ 16 時
　サンワークゆくはしの 130 ｍコースでレースを開催します。
★問合せ　ものづくり工房 技術室（原）   
　　　　　 ℡ 090-2086-2067　
                詳細はＱＲコードで

● 

● 

● 
● 

危険物取扱者試験
行橋市防災協会（消防本部危険物係）

25-5061
 http://www.shoubo-shiken.or.jp/

【試 験】
■区分：甲種、乙種（1 ～ 6 類）、丙種
①九州共立大学会場
■日時：6 月 18 日（日）10 時～
②福岡県立大学、西南学院大学会場
■日時：6 月 25 日（日）10 時～
③久留米工業大学会場
■日時：7 月 2 日（日）10 時～
■申込み（各会場共通）
　願書の場合は市消防本部で配布中の書
式を 4 月 14 日（金）～ 27 日（木）に郵
送で、電子申請の場合は上記消防試験研
究センターホームページ
か ら 4 月 11 日（ 火 ） ～
24 日（月）に申し込んで
ください。

【試験準備講習会】
■日時：5 月 21 日（日）9 時～ 17 時
■会場：行橋市消防本部 2 階会議室
■区分：乙種第 4 類（丙種を受験希望さ
れる方にも参考になる内容です）
■料金：一般受講料 2,000 円　会員およ
び学生受講料 1,500 円　法令編テキス
ト 1,340 円　実務編テキスト 1,340 円　
乙種 4 類例題集 1,660 円　丙種例題集
1,030 円　
※テキストは ｢法令編｣、｢実務編｣ の 2 冊が
必要です。
■申込み：事前に所定の申込用紙を使用
し防災協会事務局へお申込みください。
※試験・講習会ともに、お問合せ先は行橋市
防災協会事務局です。

● 講 習・講 座 ● 

海技免許の更新講習
関門海技免許センター

083-266-4029　
http://kanmon-k.jp

■日時：5 月 13 日（土）
　　　　10 時から（9 時 30 分から受付）
■場所：サンワークゆくはし
■費用：小型免許更新講習　8,500 円
小型免許失効再交付講習　14,400 円
※新免状送料込み
■持参品：海技免許証、写真 2 枚（縦
4.5cm ×横 3.5cm、スピード写真可、6
カ月以内の写真）、免許証に記載されて
いる現住所等に変更がある場合は、本籍
地記載の住民票が必要になります。
※詳細は事前にお問い合わせください。

● 催 し ● 

春から初夏に着たい大人服展
天然素材の服と小物（園田さん）

090-5472-2534
　肌にも環境にも優しい木綿・麻・シル
クの布を使って洋服や小物などを制作し
ている作家の展示会です。入場は無料と
なっています。
■日時：4 月 14 日（金）～ 16 日（日）
　　　10 時～ 18 時（16 日は 16 時まで）
■会場：行橋赤レンガ館

華道家元池坊
福岡みやこ支所花展
華道家元池坊 福岡みやこ支所 （竹田さん）

22-2020
　「as mother ～私らしく～」をテーマ
に花展を開催します。「ある人の笑顔に
いやされ、ある人の言葉に勇気をもらい、
ある人を目指してがんばり、ある人と連
れ立って愉しむ」をコンセ
プトにした作品 64 点のほ
か大作 1 点と野菊幼稚園児
の作品約 70 点を展示しま
す。入場は無料です。
■日時：4 月 15 日（土）、16 日（日）
　         10 時～ 17 時
■場所：コスメイト行橋
             2 階 企画展示室

第 27 回みやこ音楽学院
ミュージックフェスタ
詩音コーポレーション みやこ音楽学院

（中村さん） 23-2960
　毎年ご好評いただいているミュージッ
クフェスタ。今回はゲストに橘ゆりさん
をお迎えして、オルガンコンサートを行
います。
■日時：4 月 23 日（日）
　　　　9 時 30 分開演（9 時開場）
■場所：コスメイト行橋 文化ホール
■内容：歌の祭典（歌唱・ピアノ、ゲス
ト＆講師歌唱）、2017 歌謡グランプリ（キ
ングレコード賞、読売新聞社賞が贈られ
ます。審査員はキングレコードチーフプ
ロデューサーの財津東二さんほか）、キ
ングレコード歌の競演（三条摩耶さんほ
か）
■チケット代：1,500 円

ＫＡＺＵＫＯライブ 2017
コンサート事務局（崎野さん）

090-9570-9925
　行橋在住シンガーの KAZUKO さんに
よる 10 周年記念コンサートです。北九
州を中心に各種イベントへ参加している
他、ソロコンサートや県外でも活躍中。
今回は「桃色吐息」や「for you」、「糸」
など懐かしの曲を予定しています。
■日時：4 月 23 日（日）
　　　　14 時 30 分開演（14 時開場）
■場所：行橋赤レンガ館
■チケット：3,000 円※完全予約制です。

●スポーツ●
第 25 回行橋市
ふれあい卓球大会
行橋市体育協会　 25-8222
■日時：5 月 14 日（日）
　受付 8 時 50 分～ 9 時 10 分
■場所：行橋市民体育館
■参加資格：①または②に該当する方
① 18 歳以上の市内に在住または在勤の
方。ただし、市外の方でも障がい者と同
じクラブに所属し、ボランティア活動を
している方は参加可能です。
② 18 歳以上の障がい者で卓球クラブに
所属している方。
※年齢は大会日を基準とします。
■種目：①男子の部（A 級・B 級・C 級）
②女子の部（A 級・B 級・C 級）
③初級の部（男女混合可）
■チーム編成：各種目とも団体戦とし、
1 チーム 3 人 3 単とします。登録は 4 人
まで可能です。
■参加料：1 チーム 1,500 円

（参加料は、大会当日にお支払ください）
■申込み：4 月 20 日（木）までに、体
育協会へお申し込みください。
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「菜の花まつり」の
中止について

　市報 3 月 1 日号でお知らせした菜の
花まつり（4 月 2 日 市内長尾）は都合
により、今年の開催を中止致しました。
予定日時後の連絡となりましたことを、
お詫び申し上げますとともに、ご了承
いただきますよう、お願い致します。

下崎・長尾・鳥井原営農組合



ひとりで悩まず、まず相談を
出張労働相談
福岡県北九州労働者支援事務所

093-592-3516
　解雇・賃金未払・セクハラなど雇用の
場における問題について相談をお受け
し、専門の相談員がアドバイスを行いま
す。パートやアルバイト、派遣社員の方
はもちろん、事業主の方からの相談にも
お答えします。予約不要で無料。秘密は
厳守されます。
■日時：毎月第 4 月曜日
　　　17 時～ 20 時（受付は 19 時まで）
※今年 5 月は第 5 月曜に実施

■会場：行橋公民館

子育て女性就職相談
福岡県子育て女性就職
支援センター 093-533-6637
　就業アドバイザーが毎月出張相談を行
い、子育て中で働きたい女性の就職をサ
ポートします。就職活動や子どもの預け
先などについて個別に相談を受け、仕事
あっせんの受付も行います。無料ですが、
事前の予約が必要です。相談日の 2 日前
までにお申込みください。秘密は厳守さ
れます。
■日時：毎月第 4 木曜日　10 時～ 12 時
※相談日が祝日の場合は翌週

■会場：市男女共同参画センター る～ぷる
　（行橋市中央 1-9-2 コスメイト隣）

☆福岡県子育て女性就職支援センター
（小倉北区）では平日の 8 時 30 分～ 17 時
15 分に相談を受け付けています。

400ml 献血にご協力ください
市地域福祉課 管理係
 内線 1213、1214
■日時：4 月 25 日（火） 
　　　　10 時～ 16 時
■会場：行橋市消防本部前
　　　　※自家用車の方は市役所駐車場を
　　　　　ご利用ください。
■対象者：男性…17歳～ 69歳までの健康
な方、女性…18歳～ 69歳までの健康な方

（65 歳以上の方については、60 歳～ 64
歳の間に献血経験のある方）

▶身分証明書等の提示
をお願いし、本人確認
を実施しています。
▶献血は 1 年間に男性
1,200ml、女性 800ml 以
内と総献血量が決まっ
ています。

九州からありがとうキャンペーン

フリーきっぷを発売
平成筑豊鉄道 営業企画課

0947-22-1000
　熊本地震から 1 年を迎えるにあたっ
て、支援を感謝する 1 日フリーきっぷを
発売しています。伊田・田川・糸田線を
当日に限り、乗り降りできます。
■発売期間：来年 3 月 31 日（土）まで
　　　　　　※発売枚数は 100 枚

■発売金額：1,000 円（大人用のみ）
■発売場所：平成筑豊鉄道　金田駅
※郵送も可能です。詳細については、上記連
絡先へお問合せください。

精神障害者に対する

交通運賃が割引になりました
西鉄お客様センター 0570-00-1010
堀川バス 総括部 0943-23-2115
　4 月 1 日から、西日本鉄道（西鉄バス・
西鉄電車）と堀川バスにおいて、精神保
健福祉手帳を持っている方を対象に運賃
の割引を実施しています。内容について
は、上記連絡先へお問合せください。

不正大麻・けし撲滅にご協力を
福岡県京築保健福祉環境事務所
総務企画課 23-2379
　きれいなけしを見かける季節になりま
したが、植えて悪いものがあります。
▶背丈が大きく１ｍ以上になる
▶全体が白っぽい緑色で、毛がない
▶茎を抱き込むように葉が生えている
▶葉が大きく長楕円形で、まわりの切れ
　込みが浅い　　など
☆このようなけしを見かけた場合は上記
までご連絡ください。

● 募 集 ・試 験 ●
第１回 福岡県警察官採用試験
行橋警察署 総務係

24-5110（内線 212）
福岡県警察本部警務課 採用センター

092-622-0700
■募集人数

【警察官 A】
　大卒・見込み　男性 92 人、女性 23 人

【警察官Ａ】
　武道指導　3 人

【警察官 B】
　高校既卒　男性 33 人
■受付期間：4 月 1 日（土）～ 21 日（金）
■第 1 次試験日：5 月 14 日（日）
※試験日程等の詳細は「福岡県警察採用」で
検索。ホームページをご覧ください。
■申込方法：行橋警察署、交番、駐在所で
申込書を受け取ってお申し込みください。
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◆消費生活センターニュース◆

■相談日：月～金（祝日および
12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く）
■相談時間：9 時～ 17 時

【問合せ先】
行橋市広域消費生活センター
行橋市西宮市 2-1-39 ℡：23-0999

　「古着などの不
用品を買い取り
ます」という電話がかかり、家に呼ん
だところ、古着だけではなく貴金属や
古銭などまで安く買い取られた、とい
う相談があります。
　訪問購入にはクーリングオフ（契約
の解除・申込みの撤回）があります。
契約に関する書面を受け取った日から
8日間はクーリングオフが可能です。

　その間は、業
者に引き渡す品

物を自分の手元に留めることができる
ので、商品を手放してもよいかを考え
てみましょう。ただし、本・ＣＤ・家

電製品など、クーリ
ングオフできない商
品もあります。消費
生活センターへご相
談ください。

引っ越したら
住民票を移しましょう

　進学や就職などで引っ越しをされた方
は原則として、現在住んでいる寮・アパ
ート等が住所地となります。
　住民票は、選挙人名簿など各種の登録
や行政サービスに
つながる大切な情
報です。忘れずに
移動の手続きをし
ましょう。

～総務省～

古着の訪問購入に ご用心

●お知らせ・相談●
固定資産課税台帳等 縦覧・閲覧
市税務課 固定資産税係 内線 1137
　固定資産税（平成 29 年度分）は平成
29 年 1 月 1 日現在で課税されます。平
成 28 年中に土地や家屋を取得・喪失し
た方、農地転用申請をした方、家を新築
して 3 年度を経過する
方等は、固定資産税が
変わります。
■日時：4 月 3 日（月）    
        ～ 5 月 31 日（水）
  8 時 30 分～ 17 時 ※土・日・祝日は除く
■場所：市税務課 固定資産税係
　　　　（市役所東棟１階 ⑪番窓口）

【縦 覧 : 他の帳簿との比較可】
土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿
■縦覧できる人：土地・家屋の固定資産
税の納税者または納税管理人、同居の家
族、委任状を有する代理人
■持参品：本人確認ができるもの、代理
人の場合は委任状　
※ご家族でも同居の方以外は委任状が
必要です。

【閲 覧 : 自分の帳簿のみ確認可】
固定資産税課税台帳（名寄せ帳）
■閲覧できる人：固定資産税の納税義務
者または納税管理人、同居の家族、委任
状を有する代理人、借地・借家人等の利
害関係者（該当部分のみの閲覧）
■持参品：本人確認ができるもの、代理
人の場合は委任状、借地・借家人等利害
関係人の場合は賃借物件の明記された契
約書等の利害関係がわかる書類

奨学金の貸付を行います
市学校教育課 学務係　 内線 1347
　有為な人材を育成するため、経済的理
由により就学困難な高校生、大学生等に
奨学資金を貸し付けます。
■申請期間：4月14日（金）～5月15日（月）
■対象者：市内に 1 年以上在住し、他の
奨学資金を受けていない方
■定員および金額
高校生 /15 人……公立　月額 10,000 円
　　　　　　　　　   私立　月額 20,000 円
大学生等 /15 人…公立　月額 30,000 円
　　　　　　　   私立　月額 40,000 円

小・中学生の
就学援助補助金を支給します
市学校教育課 学務係　 内線 1347
　経済的理由により就学困難な小学生・
中学生に対して、給食費等の援助を行い
ます。
■申請期間：4 月 3 日（月）～ 21 日（金）
※この申請期間以降も随時申請は受け付けま
すが、5 月以降の認定となります。
■申請先：①各小中学校
　　　　　②学校教育課学務係
■持参品：通帳、印鑑、市外在住または
平成 28 年 1 月 2 日以降に行橋市に転入
した方は所得課税証明書（最新のもの）
■注意事項：①継続申請する場合も手続
きは必要です②県立中学校（育徳館等）
に関しては一部が対象です③生活保護受
給者の方は手続き不要です。

技能習得資金の貸与
市地域福祉課 管理係　 内線 1213
　福岡県では、若年者の技能習得支援を
目的として、福岡県若年者専修学校等技
能習得資金貸与事業を実施しています。
■対象者：中学校・高等学校の新規卒業
者、または平成 28 年度の高等学校中退者
■対象校：専修学校および各種学校
※対象外の学校があります。申請を希望する
方はお問い合わせください。
■収入基準：①生活保護を受けている世
帯②市町村民税が非課税の世帯③市町村
民税が減免の世帯④世帯の収入が生活保
護基準額の 1.5 倍以下の世帯
■申込み：4 月 28 日（金）まで受付中

政治倫理審査会
資産報告書審査意見書の閲覧
市総務課 総務係　 内線 1431
　議員、市長等が提出した資産報告書に
対する市政治倫理審査会の審査結果およ
び意見をまとめた、平成 28 年資産報告
書審査意見書を閲覧できます。
■日時：月曜日～金曜日　※祝日以外
■場所：市役所 4 階 総務課総務係

緑の募金のお願い
市農林水産課 農業振興係　 内線 1231
　水と緑豊かな郷土づくりや地球温暖化
の防止によって人々の健康と子どもたち
の未来を守るために、今年も「緑の募金」
へのご協力をお願いします。
※昨年度は行橋市で 331 万
円を超える緑の募金が集ま
りました。

「遺言の日」無料法律相談
福岡県弁護士会 天神弁護士センター

092-741-3208
　福岡県弁護士会では、遺言の日（4 月
15 日）を記念して、遺言・相続に関す
る無料法律相談会を開催します。
■日時：4 月 17 日（月）
　10 時～ 15 時 30 分（1 人につき 30 分）
■場所：天神弁護士センター（福岡市中
央区渡辺通 5-14-12 南天神ビル 2 階）
■定員：30 人程度（定員になり次第締切）
■申込み：事前の電話予約が必要です。
4 月 3 日（月）9 時から予約受付を開始
しますので、上記へお申し込みください。

建設工事等の市内業者は
業者登録申請の手続きを
市契約検査課　 内線 1381、1382
【建設工事、測量・設計等の市内業者】
■対象業者：平成 29 年度に土木・建築・
電気・管・舗装・塗装・造園等の工事お
よび測量、設計の入札や見積りに参加を
希望する業者
※建設業許可、経営事項審査および各種登録
を受けていない業者、ならびに市税等の滞納
がある業者は受け付けません。
■受付期間：4 月 3 日（月）～ 28 日（金）
■登録期間：8 月 1 日からの 1 年間
■申込方法：市規定の申請書を受付期間
内に契約検査課（市役所西棟 3 階）へ提
出してください。持参のみ受け付けます。
なお、申請書は市ホームページからダウ
ンロードできます。
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Information

市役所 TEL ２５−１１１１
FAX ２５−０２９９

ウィズゆくはし TEL ２３−１１１１
FAX ２２−２９０３

中央公民館 TEL ２２−３９１１
市民体育館 TEL ２４−４０００
研修センター TEL ２５−３３５５

コスメイト行橋 TEL ２５−２３００
FAX ２５−１４５６

サンワークゆくはし TEL ２４−８８１１
シルバー人材センター TEL ２６−３３５５
中山グラウンド TEL ２４−５８５９
行橋市体育協会 TEL ２５−８２２２
男女共同参画センター TEL ２６−２２３２
行橋赤レンガ館 TEL ２３−７７２４



防災行政無線の放送内容は、
０120-88-1984および
　　０120-77-1984（増設分）で確認できます。

【通話料無料、携帯・PHS 通話可能】
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市報ゆくはし 4 月１日号は、２７，２００部作成し、１部あたりの印刷単価は３２．９４円です。
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弁護士相談は、「心配ごと相談」の後、
市内の方のみご利用いただけます。

ゴミの動き

（２月分）
 可燃ゴミ
　● 1,409t
 不燃ゴミ
　● 57t
 資源ゴミ
　● 41t
 １人当たりのゴミ
　● 20.08kg

【前月比】
 可燃ゴミ
　● 249 t 減
 不燃ゴミ
　● 18t 減

【前年同月比】
 可燃ゴミ
　● 31t 減
 不燃ゴミ
　● 10 t 減

森
林
資
源
を
大
切
に
　
こ
の
市
報
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

 行橋京都休日・夜間急患センタ－ 
　　東大橋 2-9-1 TEL：26-1399

■歯科（受付時間）：日曜・祝日　9 時〜 17 時
■内科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
■小児科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜 22 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜 22 時 45 分

油木ダム貯水量
（３/24 現在）

現在貯水量
13,381,700t
総貯水量

16,450,000t

貯水率 … 8 1 .3％

各種相談 相談日 相談時間 相談場所 予約・問合せ
児童・生徒相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内  児童・生徒相談センター 25-0119
女性相談 月〜金 9 時〜 16 時 市役所内 25-1124
40 歳からの個別就職相談 毎週火曜 10 時〜 17 時 ハローワーク行橋 2 階 092-433-7780

若者向け就労支援窓口 第2・3・4
金曜 10 時〜 17 時 市役所　企業立地課 北九州若者サポートステーション

093-512-1871

消費生活相談 月〜金 9 時〜17時 行橋市広域消費生活センター
（行橋市西宮市 2-1-39） 23-0999

障がい者相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所⑳窓口 25-1111/ 内線 1153

母子・父子・寡婦相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所⑰窓口 25-1111/ 内線 1182
京築保健福祉環境事務所 23-2970

出張労働相談 第 4 月曜 17 時〜 20 時
（受付 19 時まで） 行橋公民館 福岡県北九州労働者支援事務所

093-963-3945
※子育て女性就職相談

（予約制） 第 4 木曜 10 時〜 12 時 行橋市男女共同参画センター
る〜ぷる

子育て女性就職支援センター
093-533-6637

※心配ごと相談 月〜金 13 時〜 16 時
ウィズゆくはし

行橋市社会福祉協議会
23-1111

（電話での相談は
 受け付けていません）

弁護士相談（予約制） 第 2 水曜 13 時〜 16 時 30 分

行政相談 弁護士相談日
の翌日 13 時〜 16 時

行政書士市民相談会
（遺言・相続・成年後見等） 第 4 水曜 10 時〜 16 時 市役所内 福岡県行政書士会

092-641-2501

認知症相談 月〜金 9 時〜 17 時 行橋市高齢者自立支援センター
（行橋市大字道場寺 1446-25） 26-2370

市税・国保税の
納付、納税相談等 第 2・4　

　　木曜
夜間窓口

（20 時まで）

市役所　収納課⑫窓口 25-9699

後期高齢者医療
保険料の納付、相談 市役所　国保年金課⑨窓口 25-9722

年金出張相談（予約制） 第１木曜 10 時〜 12 時、
13 時〜 15 時 30 分 行橋商工会議所 小倉南年金事務所

093-471-8873

困りごと相談 月〜金
（祝日を除く） 9 時〜 17 時 ゆくはし生活相談センター

（行橋市門樋町 3-7） 55-6665
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日産自動車九州株式会社より「日産童話と絵本の
グランプリ」の大賞受賞作品が市内の幼稚園、保
育園などに寄贈されました。

今月の納期【 3 月 】

～ 納付は便利な口座振替で ～

◆国民年金保険料  3 月分

※休日相談医は変更になる場合があります。
テレホンサービス TEL 24-4141でご確認ください。

人の動き

平成 29 年
 ２月末現在

（住民基本台帳より）
人口 73,000 人
　男 34,932 人
　女 38,068 人
　世帯 31,756

【前月比】
　人口 95 増
　世帯 57 増

各種相談・休日相談医（4/1～４/30）
４ 月
   2 日　藤田中央医院（TEL23-0479）
　　　　いりょうファミリークリニック（TEL31-7285）
   6 日　年金出張相談（予約制）
   7 日　補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時～ 15 時）
   ９日　はまさき循環器内科（TEL22-0070）
 12 日　弁護士相談（予約制）
 13 日　行政相談
 14 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
 16 日　村上眼科医院（TEL25-6677）
 17 日　補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時～ 15 時）
 21 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
 23 日　新田原耳鼻咽喉科クリニック（TEL25-5520）
 24 日　出張労働相談
            交通事故相談 ( 市役所 501 会議室、10 時～ 15 時）
 26 日　行政書士市民相談会（市役所 501・502 会議室）
 27 日　子育て女性就職相談（予約制） 
 28 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
 29 日   行橋中央病院（TEL26-7111）
 30 日   新行橋病院（TEL24-8899）

  　
　

　　  　 　　　　　　    　 　　 　　  　　　


